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　日頃から、賛助会員様をはじめ、室蘭市・登別市・伊達市・室蘭工業大学、各金融機関の皆様には、
室蘭テクノセンターの運営に対しまして、格別なるご指導、ご支援を賜り厚く御礼申し上げます。
　室蘭地域（室蘭市、登別市、伊達市）には多彩な産業の集積と地域資源があり、高度な技術力や研究
開発力を持った創造性に富んだ中小企業が多数存在しています。そして、これらの企業がそれぞれの分
野で知恵を絞り、あるいは異業種企業や大学等と連携して、新製品等の開発、航空機産業などの成長分
野への参入にチャレンジしています。
　当センターは室蘭地域の中小企業振興を図る中核的支援機関であり、地域に根付く中小企業等に対し
て様々な案件・課題への解決策をワンストップで提供し、ともに伴走しながら室蘭地域を活性化してい
きたいと考えております。皆様のご期待に応えるよう役職員一丸となって全力で取り組んでいきますの
で、今後とも特段のご支援・ご協力をお願い申し上げます。
　「TECHNO REVIEW」は、昨年度実施した事業や今年度の事業計画を取りまとめたものでございます。

本書を通じて当センターの事業内容を理解していただき、課題解決や次なる挑戦に向けて各種支援メニューを利活用していただけ
れば幸いと考えております。

理事長　中　田　孔　幸　

　 （公財）室蘭テクノセンターは、室蘭地域（室蘭市・登別市・伊達市）の中小企業を
中心に、その工業水準と経営力の総合的な向上を図るため、企業の技術力向上、新製品・
新技術の開発、販路開拓、産学官連携などの事業を行い、地域産業発展への一翼を担っ
ています。

発刊にあたって

室蘭テクノセンターについて

役員

令和7年度の事業内容

評議員

職　名 氏　　名 所属・職名

理 事 長 中田　孔幸 室蘭商工会議所会頭

専 務 理 事 北川　文雄 （公財）室蘭テクノセンター（常勤）

理 事 井上　昭人 登別市観光経済部長

理 事 岡村　崇央 伊達市経済環境部長

理 事 北山　茂一 （株）アールアンドイー 取締役会長

理 事 古本　英之 室蘭信用金庫常勤監事

理 事 舛田喜代志 室蘭市経済部長

理 事 吉成　　哲 （大）室蘭工業大学 
MONOづくりみらい共創機構 副機構長

理 事 渡部　貴志 伊達商工会議所 専務理事

監 事 高木　　康 （福）室蘭市社会福祉協議会　常務理事

監 事 山田　一正 室蘭商工会議所 専務理事

公益目的事業　【公1】地域産業振興事業
技術・製品開発等支援事業 1 ものづくり創出支援事業

産学官連携支援事業

1 産学交流支援事業
2 地域技術・製品啓発支援事業
3 地域企業の先端技術人材確保・育成等支援事業
4 既存のガス配送網を活用した小規模需要家向け低圧水素配送モデル構築・実証事業

中小企業支援事業

1 市場開拓支援事業
2 航空宇宙産業支援事業
3 中小企業カーボンニュートラル促進支援事業
4 ロボット・IoT導入促進ネットワーク構築事業
5 中小企業力向上支援事業

収益事業　【収1】貸室事業
貸室事業 施設内貸室を貸与

氏　　名 所属・職名

赤保内伸幸 北洋銀行室蘭中央支店長

魚戸　一樹 産学交流プラザ「創造」会長

嶋木　雄二 （一社）北海道機械工業会
室蘭支部長

千葉　浩樹 登別市 副市長

奈良　信一 室蘭市 副市長

星　　洋昭 伊達市 副市長

松田　瑞史 （大）室蘭工業大学長

村上　　浩 北海道胆振総合振興局 
産業振興部長

山谷　桂司 登別商工会議所 専務理事

財団概要

基 本 財 産 2億8千万円

設 立 昭和61年12月

住 所 〒050-0083
北海道室蘭市東町4丁目28番1号

支援対象地域 室蘭市、登別市、伊達市

R8.3.31時点
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ものづくり創出支援事業
　当地域に蓄積された技術・人材などの産業資源を活用し、新製品・新技術の開発、新事業の創出などを促進するため、起業化か
ら新分野への展開、技術研修まで幅広く対応し、一体化した支援を行いました。

技術・製品開発等支援事業

メニュー 件数 金額（千円）

1 開発の芽育成支援事業
事業化の可能性のある製品・技術の新規開発や大幅な改善に対する調査研究及び基礎技術確立を支援 3 2,420

2 製品技術事業化支援事業
市場投入の実現性が高い新製品・新技術の開発を支援 0 0

3 食品開発支援事業
食品に関する新商品やパッケージ開発などの取組みを支援 2 443

4
市場開拓支援事業
マーケティング調査、デザイン開発、ホームページ・パンフレット制作、展示会出展及び商談会参加等の
市場開拓に関する取組みを支援

15 2,079

5 デジタル化促進支援事業
生産性の向上など企業課題解決に向けたＩｏＴ等の導入及び開発を支援 6 1,760

6
人材育成支援事業
作業手順等の暗黙知の見える化・標準化、技術者派遣や専門家招聘による研修、製造業に係る技能士等の
資格取得など、技術継承や人材育成に関する取組を支援

22 1,936

7 創業支援事業
新たにものづくりに関する事業を展開する企業の事業所経費等を支援 1 276

合計 49 8,914

産学交流事業

地域技術の先端技術人材確保・育成等支援事業

　産学交流プラザ「創造」（会員企業39社）の事務局として運営支援を通じ、人的ネットワークの形成や共同研究テーマ発掘など
を目的とした会員相互の企業情報交換、室蘭工業大学教員との交流を行いました。
　•総会（5月）及び役員会（4月、2月）を実施
　•興和工業（株） 工場見学会を開催（7月）
　•水素実証事業施設 見学会を開催（9月）
　•（株）ワールド山内、（株）ユニシス、（株）アール・アンド・イー　工場見学会を開催（11月）
　•新春講演会（（株）SAMURAI TRADING　代表取締役 櫻井 裕也 氏）及び新年交礼会を開催（2月）
　•カードゲームをとおして学ぶカーボンニュートラル（3月）

　ものづくり企業へのDX・IoT、ロボティクスをはじめとした先端技術等の導入・応用について支援を行い、地域企業の生産性向上
と良質で安定的な雇用の創造を図りました（写真は「初めてのkintone活用講習会～自社にあったアプリをノーコードで作る！～」
の様子）。

産学官連携支援事業
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既存のガス配送網を活用した小規模需要家向け低圧水素配送モデル構築・実証事業
　本実証事業では、室蘭市が所有する祝津風力発電所で発電した電気を使い、水電解水素製造装置で水素を製造、既存のＬＰガス
配送網に混載可能な円筒型水素吸蔵合金タンクに充填し、需要家まで配送しました。このことにより、産業用分野で普及している
高圧水素ガスボンベと比較して、水素を低圧でより多く安全に配送することが可能となります。製造から利用に至る一貫した取り
組みを行い、サプライチェーンの供給コスト削減など水素の低コスト化を実現するモデル構築を目指しました。

中小企業支援事業

市場開拓支援事業

航空宇宙産業支援事業

　（公財）北海道中小企業総合支援センターや行政と連携し、室蘭地域の企業紹介のための企業訪問や展示会視察を行うなど、道
内外の新たな取引先の開拓を支援しました。
　•次世代自動車地域支援ネットワーク会議及び視察会（トヨタ自動車東日本（株）大衡工場ほか）参加
　•函館地域企業への営業活動（（株）メデック、（株）アムコー・テクノロジージャパン、（株）ウロコマシナリー、（株）菅製作所）
　•苫小牧地域企業への営業活動（（株）カネカ 苫東工場、（株）木村管工 苫小牧工場）
　•関東地域企業への営業活動と情報収集（GFマシニングソリューションズ（株）、多摩冶金（株）、 JQA多摩テクノパーク）

　航空宇宙産業への参入および受注拡大を目指す企業を対象として、川下企業へのプロモーション活動やマッチングなど必要な支
援を行いました。
•令和7年度航空宇宙産業ビジネスマッチング事業
〈内容〉�経済産業省関東経済産業局が開催する標記事業における提案書作成支援を行い、3社（4案件）が書類審査を通過し個別

商談の機会を獲得。
•（株）SUBARU航空宇宙カンパニー現地商談会
〈日程〉2025年5月23日（金）
〈内容〉�道内航空宇宙関連企業7社で（株）SUBARU半田工場に訪問し、工場見学及び個別商談を実施（MAS-NET参画企業4社が

参加）。
•エアロマート名古屋2025・ドローンサミット出展
〈日程〉2025年9月24日（水）－26日（金）
〈内容〉北海道経済産業局と北海道が設けたブースにて、宇宙系ベンチャー企業や航空宇宙クラスターなどにMAS-NETをPRした。
•島根県航空機クラスター SUSANOO視察会
〈日程〉2025年11月12日（水）－14日（金）
〈内容〉MAS-NETでSUSANOO参画企業4社を訪問し、情報交換と工場見学を通じてクラスター間交流を実施。
•（株）SUBARU航空宇宙カンパニーによるセミナー及びMAS-NET参画企業視察
〈日程〉2025年12月4日（木）－5日（金）
〈内容〉�（株）SUBARUの調達部2名をセミナー講師として招聘し、同社の調達方針等を説明いただいた。翌日はMAS-NET企業の

見学をしていただき、室蘭の技術力をPRした。
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中小企業カーボンニュートラル促進支援事業

ロボット・IoT導入促進ネットワーク構築事業

技術・経営、特許相談

地域企業訪問ヒアリング

　地域中小企業におけるカーボンニュートラルへの取組みを促進するため、その対策の第一歩となる「省エネ」について意識醸成
から実行の段階まで切れ目なく、一気通貫で支援を実施しました。
（1）CN推進員によるコンサルティング支援
　　　専門家による省エネ診断やカイゼン提案、実行のフォローアップなどコンサルティング支援を実施した（支援実績：3社）。
（2）省エネルギー診断事業
　　　省エネルギー診断の受診費用にかかる費用の一部を助成した（支援実績：7社　75千円）。
（3）省エネルギー設備導入事業
　　　省エネ設備の導入や改修に係る費用の一部を助成した（支援実績：4社　650千円）。

　地域中小企業の「人手不足対策」「競争力強化」を目的として、ロボット・
IoT導入を支援するネットワーク・ワンストップ窓口を構築し支援環境の整
備を行ったほか、関係機関と一体となり課題を抱える企業を掘り起こし、省
力化・デジタル化を推進しました。また、全国ロボット・地域連携ネットワー
ク（RINGプロジェクト）に入会し、ロボット導入支援の取組を加速させま
した。
〈参画機関〉�室蘭市、室蘭信用金庫、（株）北洋銀行室蘭中央支店、（株）北海

道銀行室蘭支店、（大）室蘭工業大学、（公財）北海道中小企業総
合支援センター、室蘭商工会議所、（公財）室蘭テクノセンター

　１）室蘭市内のDX先進企業の視察
　　　•室蘭市内のDX先進企業（（株）むろらん東郷）を視察し、在庫管理のデジタル化に関する取組事例の把握を行った。
　２）経済産業省が進める、全国組織、全国ロボット・地域連携ネットワーク（RINGプロジェクト）への参画
　　　•先進地域専門家による地域企業への伴走支援事業を実施（支援実績：３社）
　３）地域ロボットSIer事業の見学・セミナーの実施
　　　•人出不足時代に備える！産業用ロボット体験セミナー
　　　•講師：太平電気（株）　FAシステム課課長　石川宏平氏
　４）DXツールを導入した企業の事例集の発行
　５）ロボット・IoT導入促進補助金
　　　•先端技術導入診断事業（支援実績：なし）
　　　•ロボット・IoT導入促進事業（支援実績：10社　2,989千円）

　地域中小企業からの技術・経営、特許、製造現場改善など多様な相談に対し、各種支援制度の紹介及び申請業務の支援を行った
ほか、相談内容によっては大学・研究機関等への仲介を行いました。

　企業経営者・管理者との面談により企業ニーズの把握に努めたほか、各種講演会や人材育成等に関する情報提供を行いました。
　•研究開発補助金・助成金のコーディネート及び指導　　•各種講演会・講習会に関する情報提供　
　•共同研究・技術指導に関する産学官への仲介　　　　　•人材育成・教育に関する情報提供
　•市場開拓に対する支援・情報提供

省エネルギー投資促進支援事業費補助金 2件 20,968千円 5軸マシニングセンタ、 NCフライス盤　導入

北海道デジタル技術導入補助金 3件 4,671千円 ①レーザスキャナ ②トータルステーション ③デジタコ・OBD診断機　導入

登別市デジタル化促進補助金 1件 300千円 ホームページ制作

まちのにぎわい創出支援事業補助 1件 1,306千円 店舗補修・家賃補助

まちづくりファンド 1件 500千円 車両整備用機器導入

経営力向上計画 1件 - 申請支援（中小企業経営強化税制）
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省エネ支援等

室蘭地域産業支援連携協定に基づく中小企業支援

民間事業者との連携協定に基づく中小企業支援

　企業と専門家をマッチングし、抽出した課題の解決策を省エネ案件として提案する事業（支援実績：なし）。

　本財団と地域5金融機関および室蘭工業大学で締結した協定に基づき、地域中小企業の技術・経営課題の解決に向けて支援しま
した。

　東京海上日動火災保険（株）と三井住友海上火災保険（株）の協力のもとセミナーを開催
しました。
　•「ものづくり企業のための室蘭地域新入社員合同研修会」（参加者 15名）
　　〈日時・場所〉令和7年6月24日（火）   9:00-17:00　テクノセンター研修室
　•「ものづくり企業のための室蘭地域中堅社員合同研修会」（参加者 18名）
　　〈日時・場所〉令和7年11月5日（水） 14:00-16:00　テクノセンター研修室

研究開発室１（１階 269.5㎡） サテライトオフィス（２階 61.76㎡） 情報室（２階 21.0㎡）

研修室（２階 98.0㎡）交流室（２階 42.0㎡）

名称
利用料（円）

備考
9：00－12：00 13：00－17：00 9：00－17：00

研　修　室 1,500 2,000 3,500 FREE Wi-Fi、スクリーン、プロジェクター、マイク、
スピーカー　完備

交　流　室 600 800 1,400 FREE Wi-Fi、テレビモニター、ホワイトボード　完備

サテライトオフィス室蘭 500／人・日 FREE Wi-Fi、デスクトップモニター、ロッカー　完備

情　報　室 500／人・日 FREE Wi-Fi、執務机、打合せ机、本棚　完備

貸室事業

〈短期貸与〉
　当センターの施設を研修・教育・会議などを行う場所として企業などに貸与します。
　賛助会員企業は無料でご利用いただけます。

名称 利用料（円）／月 共益費（円）／月 備考

研究開発室1 80,800 財団と借主の
協議による

ホイスト（0.5ｔ）、100V・200V電源　完備
※車両の出入り可能

サテライトオフィス室蘭 61,700 10,300 執務机、ロッカー　完備

情　報　室 21,000 3,500 執務机、打合せ机、本棚　完備

研究開発室2 70,000 11,600 執務机、打合せ机、本棚　完備

〈長期貸与〉
　新規創業又は室蘭市、登別市、伊達市の３市以外から転入し事業拠点の設立を計画している企業などに対し、事務所および研
究施設の使用目的で概ね５年程度を目途に貸与します。なお「研究開発室1」については、賛助会員企業が研究開発等を目的に
利用できる場合がありますので、ご相談ください。

公益財団法人室蘭テクノセンター貸室事業

充実した設備で
集中できる環境です。
テレワークや出張の
空き時間などに
ご利用ください。
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令和8年度に行う事業

ものづくり創出支援事業
（1）開発の芽育成支援事業

（3）食品開発支援事業 （5）デジタル化促進支援事業（登別市・伊達市）

（8）CN促進支援事業（登別市・伊達市）

（7）創業支援事業

（2）製品・技術事業化支援事業

（4）市場開拓支援事業
（6）人材育成支援事業

新たな製品・技術を開発したい！

食分野の製品・パッケージの開発、市場調査をしたい！ 自動化、ミス防止、人手不足対策、見える化したい！

省エネに取り組みたい！

ものづくりに関する事業を始めたい！

製品・技術のPRや販路を拡大したい！
従業員に必要なスキルを習得させたい！

　事業化の可能性がある製品・技術の新
規開発または大幅な改善を支援（2年以内）

　食分野の新規開発または改良、パッケージ
デザイン開発や市場調査による販路拡大を
支援

　食分野の新規開発または改良、パッケージデザイン開発や市
場調査による販路拡大を支援

※�室蘭市の事業者は「室蘭市ロボット・IoT導入促進補助金」をご活用く
ださい。

※�室蘭市の事業者は「中小企業カーボンニュートラル促進支援事業」をご
活用ください。

　市場投入の実現性が高い製品・技術の
新規開発または大幅な改善を支援

①マーケティング調査、デザイン開発
　製品・技術に関する調査、新製品のデザイン
開発や既存デザインの改善を支援

①人材教育・研修
　外部研修などへの従業員派遣、専門家招聘に
よる社内研修などの取組みを支援
②資格取得
　技能士などの新規資格
取得の取組みを支援

②展示会・商談会派遣
展示会出展・商談会参加を支援

③ホームページ・パンフレット制作

①デジタル化診断
　専門家に診断・アドバイスをしてもらいなが
ら、デジタル技術を活用して社内の課題解決策
を検討する取組みを支援

①省エネルギー診断事業
各種省エネルギー診断の受診を支援

　ものづくり企業の創業を支援（創業2年以内）
〈対象業種〉
　製造業、建設業、情報サービス業、学術研究、
専門・技術サービス業等
〈補助対象経費〉
　光熱水費・電話・インターネットの基本料金、家賃・リース
料金、手数料 等

②デジタルツール導入
　工場やバックオフィスの生産性向上に資する
ロボット・機器導入、システム構築などの取組
みを支援

②省エネルギー設備導入事業
省エネ設備導入を支援

30万円
3/4以内 50万円

3/4以内

2.5万円 10/10以内

5万円/月
2/3以内

50万円
3/4以内

20万円 2/3以内

10万円 2/3以内

200万円
２/3以内

50万円
3/4以内

50万円
2/3以内

10万円
3/4以内

50万円
2/3or1/2以内

　一般的に補助金は手続きが煩雑で面倒くさいイメージがありますが、本補助金は申請や実績報告などが本当に簡便です。また、
書類作成などの補助金事務については、当財団職員が懇切丁寧にお手伝いさせていただきますので、お気軽に本事業をご活
用ください。補助金を上手に活用することにより、賃上げや設備投資などの原資を確保し、経営基盤の強化につなげてください。

室蘭工業大学と共同研究を行う場合は補助額を42万円まで加算！
　自動研削ロボットシステムの開発　 　CFRP加工技術の開発　 　その他事例　

•�ホタテ貝殻を使用した環境にやさしいプラス
チックの開発
•�搬送効率UPに向けたスクリューコンベア開発
•�AIを活用した赤ちゃんのうつぶせ寝検知シス

テムの開発
•�スクラップを活用した鋳造技術の開発
•�温度によって透明度が変化するスマートウイ

ンドウの開発
•�スケルトン用ソリの開発
•�チタン合金の鏡面加工技術の開発

粉塵が舞う劣悪な環境下で行われる溶接ビー
ド研削作業を自動化するため、ロボットシス
テムを開発

軽くて強いなど優れた特性を有し、様々な分野で
金属の代替材料として需要が拡大しているCFRP
の切削加工技術を開発

不合格でもOK！オススメです！

80万円 4/4以内

60万円 3/4以内

1年目

2年目
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　地域中小企業の「人手不足対策」「競争力強化」を目的として、ロボット・IoT導入を支援するネットワーク・ワンストップ窓口
を構築し支援環境の整備を図るほか、関係機関と一体となり、課題を抱える企業の掘り起こし、省力化・デジタル化を推進します。

（1）先端技術導入診断事業補助金

（2）ロボット・IoT導入促進事業補助金

（3）ロボット・IoT導入促進セミナー

（4）デジタル化先進企業視察会

（1）省エネルギー診断事業補助金

（2）省エネルギー設備導入事業補助金

　工場や事務所を専門家等に実際にみてもらいロボットやIoTなどのデジタル技術を活用して工程
や作業方法のカイゼンを検討する取組みに係る費用（コンサルタント費など）の一部を補助します。

　ロボットやIoT機器などデジタルツール導入に係る費用（機械装置費、ソフトウェア導入費など）
の一部を補助します。

　積極的にデジタル化に取組む先進企業を講師として招聘し、導入までの苦労や費用対効果などについて室蘭地域企業に役立つお
話をしていただきます。

　室蘭地域企業のデジタル化を推進することを目的として、デジタル化の効果を実感できる道内企業視察会を開催します（参加
費無料）。

■こんなときに活用できます！！■
　•デジタル化したいが、何から手を付けてよいかわからない
　•この工程の生産性を向上させたいけどどうすればよいかわからない
　•熟練の作業者や事務員しかできない作業を誰でもできるようにしたい

■こんなときに活用できます！！■
　•溶接や組立を行うロボットの導入	 •在庫管理や生産管理などのシステム導入
　•経理やCADなどのソフト購入	 •デジタルノギスやアルコールチェッカーなどの機器購入

　地域中小企業におけるカーボンニュートラルへの取組を促進するため、その対策の第一歩となる「省エネ」について、意識醸成
から実行の段階まで切れ目なく、一気通貫で支援を行います。

　室蘭市内中小企業者が将来にわたって継続的に賃上げできる環境を整えていくため、国や道などの補助事業※に採択となり、賃
上げした企業を支援します。
　補助対象者：室蘭市内の中小企業等　助成額：従業員1名あたり3万円（上限200万円）

　省エネルギー診断とは、専門家が工場などのエネルギー使用状況を調査し、運用カイゼンや設備更新などムダを削減するための
具体策を提案するものです。本事業を活用することで、各種診断事業を自己負担なしで行えますので、是非お試しください。

　LED照明機器や省エネルギーモデルの工作機械など、省エネルギーに資する設備の導入に係る費用の一部を補助します。幅広い
機器が対象となりますので、是非ご活用ください。

ロボット・IoT導入促進ネットワーク構築事業

中小企業カーボンニュートラル促進支援事業

室蘭市中小企業等賃上げ対応資金助成金事業

対象となる補助事業の例
■中小・小規模事業者賃上げ環境整備支援補助金（北海道）■�
　設備はもちろん、展示会費用や研修費など対象経費が幅広く今年度注目の補助事業です！

■ものづくり補助金（国）■�
　研究開発に必要な設備を導入できます！

■中小企業省力化投資補助金（国）■�
　�「カタログ型」と「一般型」があり、ともに採択率が高いです！まずは、カタログに導入

したい設備が掲載されていないかチェック！

■小規模事業者持続化補助金【賃上げ枠のみ】（国）■� �
　�従業員20名以下の製造業者など、小規模事業者を対象とした補助金。設備

はもちろん、販路拡大に寄与する取組に係る費用が対象経費となります。
比較的採択率も高く、使い勝手の良い補助金です！

■その他、賃上げを要件とする補助金■�
　上記補助事業以外にも対象となる可能性がありますので、お気軽にお問合せください。

50万円 3/4以内

2.5万円 10/10以内

20万円 2/3以内

50万円 3/4以内

本事業の手続きは、
本当に簡便です！
賃上げを要件とする
補助金に採択になった
室蘭市内の企業さんは、
必ずご相談ください。

国や道の補助金もテクノセンター
がお手伝いをしますので、お気軽
にお声がけください！

TECHNO REVIEW

 



ものづくり企業が抱えるさまざまな「課題」…

そのヒント、
きっと

「室テク」に
あります！

● ロボットや IT で生産性を向上させたい！

● 販路開拓に取組みたい！

● どの補助金を使えばいいの？

● 〇〇〇ができる企業はないだろうか？

● 自社製品を開発したい！

● 不良品率を改善したい！

● 人材育成に取組みたい！

● 新たな分野に挑戦したい！

コーディネータによる企業支援

　室蘭テクノセンターでは、地域におけるものづくり産業の現状と、地域企業のニーズや課題についてつねにヒアリングを行って
います。その中から明らかになったさまざまな課題に対して、解決のための技術の高度化や製品の商品化、生産性向上に向けた先
端技術導入等の継続的な支援を行なうことで、地域の中小企業の技術力の向上や人材育成等を推進しています。
　ものづくり企業が抱えるさまざまな課題に対して、経験豊富なコーディネータがご相談に応じています。
　まずは「室テク」までご相談ください。

　公益財団法人北海道中小企業総合支援センターは、各支援機関との連携を
図り、国や北海道の中小企業施策の実施を通じて、中小企業者等が抱える様々
な経営課題の解決に向けた支援を行います。
　また、室蘭テクノセンター内に日胆支部を設置しており、支部に設けた「よ
ろず支援地域拠点」と一体となって胆振・日高地域におけるきめ細やかな支
援を行います。
　創業や経営、事業承継、新製品開発やマーケティング、設備導入、売り上
げ拡大や経営改善等に関する相談など、無料で対応いたしますので、お気軽
にお問い合わせください。

　当センターには、札幌にいる相談員がテレビ
会議システムを通じて、知的財産に関するご相
談に応じる北海道知財総合支援窓口室蘭サテラ
イトが併設されています。お気軽にご相談くだ
さい。

［お問い合わせ先］TEL：0143-47-6410
TEL：0143-45-1188

・・北海道中小企業総合支援センター 日胆支部長　　　　　齋藤 亘
・・北海道よろず支援拠点 日胆支部担当コーディネーター　森永 勉
（〒050-0083 室蘭市東町4丁目28-1 室蘭テクノセンター内）

企業訪問に基づく各種支援の実施

中小企業者や創業者のための経営相談窓口 知財に関するご相談は

をご利用ください

北海道中小企業支援センター
北海道よろず支援拠点 日胆支部

ＩＮＰＩＴ北海道知財
総合支援窓口 
室蘭サテライト

相談
無料

8-9



＜室蘭テクノセンター賛助会員紹介コーナー＞

（株）大協　室蘭工場

　同社は、木製家具製品を製造・販売する帝国器材（株）の製造子会社として設立され、下足入れやロッカーなど木製
家具の製作を手掛けており、学校や官公庁を中心に全国から仕事を受注している。同社の特長は、建築基準法で定めら
れたF☆☆☆☆（Fフォースター：ホルムアルデヒド放散等級の最上位規格）に対応した材料以外は使用しないことや
体内に入っても害のない自然塗料を使用するなど「安心・安全」な製品を取引先に届けることを第一としていることで
ある。また、森林認証を受けた材料（持続可能な管理がなされた森林から切り出される木材）を積極的に活用し、より
健全な森林管理と木材加工流通に取組み、環境に配慮した経営を行っている。そのほか、これまで培った技術を活かし、
「ふし」（見た目の悪さと耐久性の低下につながる）があるため家具には向かないスギを使用した商品開発や不燃家具
の製作にも成功しており、品質および技術力の高さが認められ多くの取引先から信頼を得ている。

　同社は「省エネ補助金（経産省）」に採択され、2025年10月に新型5軸マシニングセンタ（BIESSE社製）を導入した。3,900
万円（税込）の投資となったが、補助金1,300万円を獲得できたので大幅に償却期間を短縮できる予定である。また、新型設
備を導入したことにより、省エネや生産性向上の効果を得られたほか、加工精度・加工能力・安全性の向上など多くのメリッ
トを享受できている。
　さらに、これまで手作業で行っていた加工の自動化と段取時間の短縮も可能となるので、他社よりも高精度で高品質な製品
を短納期で提供することが可能となる。また、高い加工精度と加工技術が求められるデザイン性の高い家具にも対応できるよ
うになり、幅広い顧客のニーズに対して的確に応えることで信頼性を向上させ受注拡大につなげることが可能となる。
　男性の熟練作業者しか取り扱うことができず技能継承を図ることができていなかったが、安全で自動化された新型設備を導
入することで経験の浅い社員や女性社員も配置できるようになる。仕事における経験や性別に基づく差別をなくし、平等な機
会を提供することにより従業員のポテンシャルを最大限に引き出すことが可能となり、競争力のある人材を確保できると考え
ている。また、生産性向上と同時に多能工化を図ることで、短時間労働や育児休暇などの職場環境を整備することができ、従
業員の定着率やモチベーションの向上につながる。当社は従業員全員が活躍できる企業文化を醸成し、持続的な成長を実現す
ることにより他社よりも競争優位性を確立していく。

　設備投資する際はどの補助金を活用すれば良いかわからないので、いつもテクノセンターさんに相談して
います。テクノさんは適切な補助金を紹介してくれるだけではなく、申請書作成から実績報告まで親身にお
手伝いしていただけるので本当に助かっています（国の補助金は申請に係る書類作成がとても大変なうえ、
採択率も低く自社だけでは手に負えません（笑）・・・）。当社は今回の「省エネ補助金」のほか、「ものづ
くり補助金（経産省）」に 3 回も採択されており、これまでテクノさんにお世話になった補助金額の合計は
4,000 万円にのぼり、経営基盤の強化につながっています。
　企業同士の集まりなどで「自己資金のみで設備投資した」という話をよく聞きますが、絶対テクノさんに
相談したほうが良いと思います。補助金を有効活用し収益性や生産性の向上を図り、賃上げや福利厚生の充
実につなげ従業員の生活を守っていきたいです。

資 本 金：9,800万円
従業員数：20名
住　　所：室蘭市香川町24番地12号

年間エネルギー使用量 年間生産能力
原油換算　単位：kl/ 年

3,949 2,632

33.3％減

➡

既存設備 新規設備

49.5％増

➡

既存設備 新規設備

下足入れ 教室の棚 机といす

会社
概要

トピックス（設備投資）

山田工場長のコメント
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賛助会員を募集しています！
　室蘭テクノセンターでは、多くの方々のご賛同、ご支援をいただきながら、室蘭地域における中小企
業振興を目的とした各種事業を展開していくため、企業・機関・団体の皆様に賛助会員の募集を行って
おります。
　賛助会員に加入いただきますと、各種支援制度の情報提供や申請書作成支援などのサービスを優先的
にご活用いただけます。
　入会ご希望の方は、賛助会員加入申込書を送付いたしますので、お問い合わせください。当センター
の趣旨に賛同し、ぜひ賛助会員として加入いただき、ご支援くださいますようお願い申し上げます。

公益財団法人 室蘭テクノセンター
〒050-0083 室蘭市東町4丁目28番1号
TEL.0143（45）1188　FAX.0143（45）6636
E-mail techno＠murotech.or.jp　URL http：//www.murotech.or.jp/

お問合せは…

年会費 〈１口〉２万円
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公益財団法人

室蘭テクノセンター
Muroran Advancement Center of Industrial Technology and Management http://www.murotech.or.jp/
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